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問

答

平成22年度農業政策は

戸別補償制度モデル事業に取組む
佐川  裕一 議員

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

米
生
産
目
標
は
。

生
産
調
整
政
策
の
影
響
は
。

耕
作
放
棄
地
の
対
策
は
。

農
業
施
設
改
修
の
補
助

事
業
の
採
択
状
況
、及
び

今
後
の
方
向
性
は
。

三
千
四
百
四
・
〇
六
六

㌧
、面
積
六
百
五
十・八

七
三
㌶
で
、前
年
比
四

十
九・三
㌧
、面
積
五・七

二
五
七
㌶
増
。

生
産
調
整
の
未
達
成
に

よ
る
罰
則
措
置
は
原
則

廃
止
す
る
が
、不
公
平

感
の
激
変
緩
和
措
置
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
町
の
配
分
面
積
が
若

干
の
増
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
の

モ
デ
ル
対
策
と
し
て
、水

田
利
活
用
自
給
力
向

上
事
業
、米
戸
別
所
得

補
償
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
む
。

国
の
支
援
事
業
で
あ
る

農
地
制
度
実
施
円
滑

化
事
業
で
、詳
細
な
調

査
や
担
い
手
へ
の
誘
導

な
ど
行
い
耕
作
放
棄
地

解
消
を
目
指
す
。用水路が被災し改修された寺山堰下流水路

質
　
問

答
弁（
町
長
）

（1）（2）（3）（4）

（2）（3）

（4）

（1）

被
災
し
た
寺
山
堰
用
水

路
は
、今
年
度
三
月
中

に
改
修
し
、作
付
に
影

響
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。県
よ
り
新
規
事
業

を
計
画
的
に
実
施
し
た

い
旨
の
説
明
あ
り
。

幹
線
水
路
関
係
は
、基

幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
基

本
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、事
業
実
施
計
画

検
討
。

施
設
の
老
朽
化
に
対

し
、基
本
的
に
簡
易
補

修
で
き
る
も
の
は
原
材

料
等
の
支
給
に
よ
り
補

修
、大
規
模
改
修
が
必

要
な
施
設
で
は
国
県
に

要
望
し
て
い
く
考
え
だ

が
、関
係
機
関
と
十
分

協
議
の
上
計
画
す
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

組
織
体
制
の
変
革
と
必
要
箇
所
へ
の

強
化
に
取
り
組
む

取
締
役
総
支
配
人
、営

業
課
長
募
集
の
今
現
在

の
状
況
と
見
通
し
は
。

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

指
導
が
あ
っ
た
が
、ど
の

よ
う
な
効
果
が
表
れ
て

い
る
か
。

取
締
役
総
支
配
人
は
二

十
五
名
、営
業
課
長
は

十
五
名
の
応
募
者
が
あ

り
、採
用
内
定
通
知
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

料
理
長
に
つ
い
て
も
新

規
採
用
を
検
討
し
て
い

る
。

経
営
診
断
で
の
提
言
に

基
づ
き
、で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
み
を
始
め
て

お
り
、内
部
的
な
も
の

と
し
て
は
、中
期
経
営

計
画
の
策
定
な
ど
、組

織
体
制
の
変
革
と
必
要

箇
所
へ
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
、ご
く
近
い

時
期
に
会
社
自
体
が
変

わ
ろ
う
と
す
る
効
果
を

生
み
出
す
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

質
　
問

答
弁（
町
長
）

（1）（2）

（2）

（1）

活性化が期待されるルネサンス棚倉

問答

新
卒
高
校
生
へ
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

問答

実
習
型
雇
用
支
援
事
業
、雇
用
助
成
金
制

度
な
ど
企
業
の
事
業
主
に
説
明
し
、雇
用
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
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町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

問

答

今後の町営住宅の管理運営は

公営住宅ストック総合利用計画を策定
藤田  智之 議員

　

今
後
の
町
営
住
宅
運
営
、

廃
止
や
修
繕
、新
設
な
ど
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

　

高
齢
者
向
け
住
宅
や
、民

間
住
宅
の
借
り
上
げ
に
も
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

町
が
管
理
す
る
町
営
住

宅
は
、現
在
二
百
三
十
二
戸
。

　

ま
ず
、本
町
に
お
け
る

現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に

し
、公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総

合
利
用
計
画
に
よ
り
住
宅

政
策
を
定
め
、修
繕
計
画

や
建
替
え
新
設
等
も
合
せ

て
、今
後
の
振
興
計
画
、実

施
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　

子
育
て
支
援
や
若
者
定

住
の
町
営
住
宅
整
備
に
つい

て
は
、他
の
町
村
で
の
地
域

住
宅
交
付
金
に
よ
る
事
業

を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

　

借
上
げ
に
よ
る
公
営
住

宅
は
、計
画
の
中
で
、そ
の

必
要
性
も
含
め
て
検
討
し

た
い
。

耐用年数が過ぎた町営住宅

質
　
問

答
弁（
町
長
）

　

霊
園
整
備
事
業
を
総
括
し

た
結
果
は
。管
理
に
つ
い
て

問
題
は
な
い
か
。新
た
な
霊

園
整
備
の
計
画
は
あ
る
か
。

　

霊
園
整
備
は
平
成
十
三

年
度
よ
り
、合
計
二
百
三

十
区
画
を
整
備
し
、現
在

全
区
画
契
約
済
み
。

　

収
入
の
永
代
使
用
料
、

支
出
の
用
地
代
、工
事
費

等
、そ
れ
ぞ
れ
約
六
千
五
百

万
円
程
度
で
あ
っ
た
が
、町

民
の
墓
地
の
要
望
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

　

維
持
管
理
費
は
、年
間

約
五
十
七
万
円
あ
り
十
分

で
あ
る
。

　

分
譲
終
了
後
、若
干
の

要
望
は
あ
る
が
、町
内
に
も

整
備
し
た
墓
地
が
あ
る
た

め
、現
在
新
た
な
整
備
の
計

画
は
な
い
。

質
　
問

答
弁（
町
長
）

全区画契約となった霊園事業

新
た
な
霊
園
整
備
は
あ
る
か

問

現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い

答

無
料
の
学
習
講
座
を
開
い
て
は

問

教
員
Ｏ
Ｂ
の
活
用
を
検
討

答

　
一
戸
一
台
に
こ
だ
わ
ら
ず

駐
車
場
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　

現
在
の
交
通
状
況
を
考

え
総
合
利
用
計
画
の
中
で

十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
　
問

答
弁（
建
設
課
長
）

　

人
材
育
成
基
金
に
よ
る

補
助
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

　

宿
泊
訓
練
と
修
学
旅
行

の
補
助
は
二
十
三
年
度
で
終

了
の
予
定
で
あ
り
学
校
側
に

も
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
　
問

答
弁（
教
育
総
務
課
長
）

　

教
材
費
や
給
食
費
は
年

間
ど
の
く
ら
い
か
。

　

家
庭
の
負
担
軽
減
へ
の

取
り
組
み
は
。

　

年
間
の
教
材
費
は
小
学

校
で
約
一
万
六
千
円
、中
学

校
で
約
一
万
八
千
円
、修
学

旅
行
積
み
立
て
は
、中
学
一 

二
年
生
で
年
間
三
万
円
。

給
食
費
は
小
学
校
で
年
間

約
四
万
八
千
円
、中
学
校

で
約
五
万
五
千
円
と
な
って

い
る
。

　

教
員
Ｏ
Ｂ
の
活
用
を
図

る
べ
く
各
学
校
に
お
い
て
検

討
し
て
い
る
。

質
　
問

答
弁（
教
育
長
）
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問

答

城跡のお堀でのイベント計画は

団体、個人の方々での開催を期待
大椙　  守 議員

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

棚
倉
駅
前
整
備
に
つ
い

て
、Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
を
含

め
、町
は
ど
の
よ
う
に
整

備
し
て
い
く
の
か
。

棚
倉
城
跡
の
整
備
計
画

と
、そ
の
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。ま
た
、今
後
の
具
体

的
整
備
計
画
は
あ
る

か
。

町
と
し
て
、お
堀
を
活
用

し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ

て
み
て
は
。

質
　
問

（1）（2）（3）

武
道
の
選
択
は
学
校
長
が
決
定

中
学
校
の
武
道
を
柔
道
か
ら

剣
道
に
す
べ
き

　

文
部
科
学
省
通
達
の
武

道
を
問
う
。

　

棚
倉
町
の
歴
史
や
文
化

を
踏
ま
え
、剣
道
は
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。現
在
町

が
計
画
す
る
柔
道
に
つ
い

て
、剣
道
に
変
更
す
べ
き
。

　

ま
た
、地
元
の
剣
道
愛
好

者
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　

武
道
の
選
択
は
、教
育

課
程
編
成
時
に
お
い
て
学

校
長
が
決
定
す
る
事
項
で

あ
り
、教
育
委
員
会
と
し

て
指
導
は
し
な
い
。

　

愛
好
者
の
活
用
に
つ
い
て

は
、部
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
等
に
お
い
て
、今
後
の

剣
道
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
　
問

答
弁（
教
育
長
）

問答

にぎわいをみせた十万石棚倉城まつり

現
在
の
町
の
財
政
状
や

経
済
環
境
か
ら
検
討
を

開
始
す
る
状
況
に
は
な

く
、中
心
市
街
地
活
計

画
は
変
更
す
る
こ
と
な

く
継
続
す
る
が
、着
手

は
当
面
見
合
わ
せ
る
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
六

年
間
か
け
て
城
跡
周
辺

地
区
を
整
備
し
た
。進

捗
状
況
は
百
㌫
。今
後

は
、棚
倉
藩
ゆ
か
り
の

茶
室
を
城
跡
の
追
手
門

周
辺
に
移
築
す
る
。

答
弁（
町
長
）

（1）（2）

　

棚
倉
駅
前
と
棚
倉
城
跡

の
環
境
整
備
を
問
う
。

町
が
直
接
開
催
す
る
考

え
は
な
く
、多
く
の
団

体
、個
人
の
方
々
が
ア
イ

デ
ア
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
で
、

町
な
か
に
新
た
な
人
の

流
れ
が
出
来
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

　

駅
前
に
駐
車
場
を
作
っ
て

は
ど
う
か
。

　

駅
前
広
場
は
、Ｊ
Ｒ
バ
ス

株
式
会
社
所
有
で
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
で
き
な
い
。

質
　
問

答
弁（
町
長
）

　

城
跡
の
中
に
あ
る
中
央

公
民
館
と
図
書
館
を
壊
し
、

他
の
場
所
に
移
転
し
て
更

地
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

で
き
れ
ば
、図
書
館
は
移

動
し
た
い
。中
央
公
民
館

は
、利
用
で
き
る
間
は
使
っ

て
い
た
い
。

質
　
問

答
弁（
町
長
）

　

今
後
の
方
向
性
を
指
導

す
る
立
場
も
教
育
委
員
会

に
あ
る
と
思
う
が
。

質
　
問

　

中
学
校
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、剣
道
の
防
具
等
を
そ
ろ

え
る
な
ら
ば
、変
更
す
る
事

も
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

答
弁（
教
育
長
）

　

地
元
の
指
導
者
に
要
請

が
あ
れ
ば
学
校
へ
出
向
く

が
ど
う
か
。

質
　
問

答
弁（
教
育
長
）

正座で話を聞く子どもたち

（3）

 

学
校
と
協
議
し
検
討
す
る
。
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町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

問

答

地デジ難視聴地域対策は

国の支援策で対応する
宮川  政夫 議員

　

当
町
で
の
地
デ
ジ
受
信

状
況
と
難
視
聴
地
域
の
有

無
は
。ま
た
、町
民
向
け
の

地
デ
ジ
相
談
窓
口
を
設
け

て
は
ど
う
か
。

　

平
成
二
十
年
十
二
月
に

塙
中
継
局
、今
年
一
月
に
富

岡
中
継
局
が
開
局
。現
段

階
で
は
正
確
な
受
信
状
況

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。福

島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー
に
調
査
依
頼
す

る
。
相
談
窓
口
も
同
セ
ン

タ
ー
を
通
し
対
応
す
る
。

難
視
聴
地
域
が
出
た
場
合

は
、共
同
ア
ン
テ
ナ
な
ど
に

よ
る
国
の
支
援
策
に
つ
い
て

地
域
住
民
と
検
討
し
て
い

く
。 質

　
問

答
弁（
町
長
）

　

難
視
聴
解
消
に
住
民
負

担
は
発
生
す
る
か
。

　

国
の
補
助
金
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

助
成
金
な
ど
が
あ
り
、そ

れ
ら
の
条
件
に
合
え
ば
負

担
は
な
い
。

質
　
問

答
弁（
企
画
情
報
課
長
）

　

棚
倉
町
の
予
算
規
模
と
、

支
給
実
施
ま
で
の
流
れ
は
。

　
「
子
ど
も
手
当
」支
給
後

の「
児
童
手
当
」お
よ
び
生

活
保
護
費
の
扱
い
は
。

　
個
々
の
案
件
の
相
談
体
制
は
。

　
「
子
ど
も
手
当
」支
給
後 

は
、「
児
童
手
当
」は
な
く

な
る
。生
活
保
護
費
は
児

童
手
当
と
同
様
の
扱
い
で
、

収
入
に
見
込
ま
れ
る
。

　

相
談
体
制
は
、健
康
福

祉
課
が
窓
口
で
対
応
す
る
。

質
　
問

「
子
ど
も
手
当
」の
支
給
方
法
、受
給
条
件
は

問

現「
児
童
手
当
」と
同
じ
方
法
で
支
給

答
　

対
象
児
童
数
が
二
千
二

百
五
十
七
人
で
、二
億
九
千

三
百
四
十
一
万
円
。そ
の
う

ち
、町
が
三
千
六
百
二
十
八

万
円
負
担
。こ
れ
は
児
童

手
当
支
給
と
変
わ
ら
な
い
。

支
給
は
年
三
回
。六
月
、十

月
、二
月
。

答
弁（
町
長
）

　

子
ど
も
が
同
居
し
て
い
な

い
な
ど
の
場
合
の
支
給
は

　

証
明
書
添
付
の
う
え
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。

質
　
問

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

地
域
文
化
の
伝
承
と
文
化
財
保
護
体
制
を
質
す

問

振
興
を
図
る
た
め
の
公
開
施
設
を
検
討
す
る

答

1月に地デジ開局の富岡中継局

　
町
の
歴
史
資
料
の
保
存
状

況
と
今
後
の
計
画
。お
よ
び

資
料
館
の
有
効
活
用
案
は
。

　

中
央
公
民
館
の
利
用
状

況
と
施
設
の
維
持
計
画
は
。

　

後
継
者
不
足
や
、資
金
不

足
が
理
由
で
途
絶
え
て
し

ま
う
、地
域
文
化
の
継
承

を
、行
政
区
を
通
し
て
支
援

す
べ
き
。

質
　
問

　

町
の
歴
史
的
資
料
は
中

央
公
民
館
資
料
室
で
保

管
。と
く
に
貴
重
と
思
わ
れ

る
も
の
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の

中
で
保
管
し
公
開
し
て
い

る
。民
俗
資
料
は一部
を「
城

下
町
く
ら
し
の
史
料
館
」等

で一般
公
開
を
し
て
い
る
。

　

年
間
、約
一万
六
千
人
が
利

用
。修
繕
を
行
い
な
が
ら
現

有
施
設
を
有
効
活
用
す
る
。

　

地
域
文
化
継
承
に
つ
い

て
は
、現
在
の
財
政
状
況
で

は
、活
動
を
支
援
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

答
弁（
教
育
長
）

　
「
城
下
町
く
ら
し
の
史
料

館
」の
現
状
と
、空
き
店
舗

対
策
と
し
て
さ
ら
に
資
料

館
を
増
や
す
計
画
は
。

　

年
間
三
百
人
程
度
が
来

場
。三
年
間
の
み
の
展
示
で

あ
る
た
め
、今
年
三
月
で
閉

館
す
る
。新
た
に
展
示
場
を

開
館
す
る
か
は
検
討
中
。

質
　
問

答
　
弁

中
央
公
民
館
三
階
に
あ
る
資
料
館
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問

答 統合の理解が得られるよう努力をしていく
和知  良則 議員

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

　

山
岡
小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
、検
討
委
員
会
か
ら

棚
倉
小
学
校
と
の
統
合
も

や
む
な
し
の
提
言
を
受
け
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

　

ま
た
、一
回
目
の
地
域
懇

談
会
ま
で
の
期
間
が
長
す

ぎ
、そ
の
間
地
域
へ
の
説
明

も
無
く
、住
民
の
心
情
を
悪

く
し
て
し
ま
っ
た
と
聞
く

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。 質

　
問

県
道
近
津
停
車
場
線
の
歩
道
整
備
計
画
は

問

歩
行
空
間
の
確
保
を
県
に
要
望

答

　

過
去
三
回
の
懇
談
会
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、保

護
者
並
び
に
地
域
住
民
に

統
合
反
対
の
考
え
が
根
強

く
、現
時
点
で
統
合
を
決

断
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
る
が
、統
合
に
向
け
た
取

組
み
を
継
続
し
な
が
ら
保

護
者
並
び
に
地
域
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

地
域
懇
談
会
の
時
期
に

つい
て
は
、模
索
を
し
て
い
く

う
え
で
、期
間
が
延
び
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事

実
で
あ
り
、十
分
反
省
を

し
た
い
。

答
弁（
教
育
長
）

　

近
津
小
学
校
の
校
門
は
、

県
道
近
津
停
車
場
線
に

沿
っ
て
あ
り
、車
両
の
通
行

量
も
多
く
危
険
を
感
じ
さ

せ
る
場
所
で
も
あ
る
。

　

学
校
周
辺
の
歩
道
を
整

備
で
き
な
い
か
。

質
　
問

　

県
南
建
設
事
務
所
主
催

の
事
業
調
整
会
議
に
お
い

て
、継
続
し
て
整
備
の
要
望

を
行
な
っ
て
い
る
。引
き
続

き
要
望
を
行
い
、子
ど
も
達

の
交
通
安
全
と
安
心
で
き

る
歩
行
空
間
の
確
保
を

図
って
い
く
。

答
弁（
町
長
）

流
廃
寺
跡
の
今
後
の
対
応
は

問

国
指
定
史
跡
を
目
指
し
、流
廃
寺
跡
指
導

委
員
会
助
言
の
も
と
進
め
て
い
く

答
　

発
掘
調
査
が
平
成
二
十
一

年
度
で
完
了
し
た
が
、今
後

の
作
業
工
程
及
び
管
理
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

質
　
問

　

二
十
二
年
度
は
国
指
定

史
跡
を
め
ざ
し
、こ
れ
ま
で

の
成
果
を
報
告
書
に
ま
と

め
、文
化
庁
に
提
出
し
て
は

ど
う
か
の
意
見
を
頂
い
て
い

る
。今
後
は
流
廃
寺
跡
指

導
委
員
会
の
助
言
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答
弁（
教
育
長
）

山岡小学校の統合に向けた対応は

　

五
学
級
以
下
の
学
校
は

過
小
規
模
校
に
区
分
さ
れ
、

そ
こ
で
の
複
式
学
級
の
指

導
に
つ
い
て
は
、発
達
段
階

や
系
統
性
の
面
か
ら
も
難

し
い
。ま
た
、児
童
会
活
動

や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、集
団

活
動
で
の
教
育
効
果
が
期

待
で
き
る
規
模
が
望
ま
し

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

学
校
は
子
ど
も
達
の
教

育
の
場
で
あ
り
、統
合
が
最

良
の
道
と
考
え
れ
ば
、そ
れ

を
優
先
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

複
式
学
級
に
は
、間
接

指
導
と
直
接
指
導
が
あ

り
、系
統
性
が
で
き
に
く
い

の
が
難
し
く
、一
人
の
先
生

が
、二
学
年
の
授
業
を
し
て

い
く
上
で
、そ
れ
が
子
ど
も

達
に
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ

と
に
も
ご
理
解
を
頂
き
た

い
。
　

地
域
の
方
々
と
の
今
後
の

こ
と
に
つ
い
て
、話
を
進
め
て

い
く
よ
う
努
力
を
し
た
い
。

質
　
問

答
弁（
教
育
長
）

山岡小学校の統合は
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町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

問

答

ルネサンス棚倉の経営改善策を示せ

第１段階は人事の入替えに取り組む
松本  英一 議員

山
岡
小
学
校
の
統
合
の
可
能
性
は

問

現
時
点
で
は
統
合
決
断
す
る
こ
と
は
困
難

答
　

山
岡
小
学
校
に
か
か
わ
る

一
層
の
充
実
や
発
展
を
図
る

べ
き
。統
合
に
つ
い
て
は
、地

域
の
方
々
の
考
え
を
十
分
に

聞
き
取
り
検
討
し
て
は
。

質
　
問

答
弁（
教
育
長
）

　

検
討
委
員
会
の
提
言
に

基
づ
き
統
合
に
向
け
て
検

討
す
る
と
判
断
を
し
た
が
、

過
去
三
回
の
懇
談
会
に
お

い
て
、山
岡
小
学
校
保
護
者

並
び
に
地
域
住
民
の
反
対

が
根
強
い
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

　

現
時
点
で
統
合
を
決
断

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、今
後
と
も
行
革
の
方

針
に
基
づ
い
て
、統
合
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
し

な
が
ら
保
護
者
等
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

た
い
。

　

今
後
の
株
式
会
社
ル
ネ

サ
ン
ス
棚
倉
の
経
営
改
善

は
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

指
導
の
も
と
に
策
定
し
た

中
期
経
営
計
画
目
標
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
の

中
で
実
施
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、新
た
な
常
勤

取
締
役
、営
業
課
長
及
び

新
た
に
採
用
予
定
の
料
理

長
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

経
営
改
善
の
第
一
段
階

と
し
て
、人
事
の
入
替
え
に

取
り
組
む
ほ
か
、経
営
診

断
で
は
施
設
活
用
、営
業

方
針
、接
客
サ
ー
ビ
ス
、料

理
、さ
ら
に
は
従
業
員
の
意

識
改
革
に
至
る
ま
で
、幅
広

い
提
言
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
課
題
の一つ一つ
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
経

営
改
善
の
取
り
組
み
で
あ

り
、業
績
回
復
へ
の
近
道
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

定
年
は
、営
業
課
長
は

六
十
歳
、取
締
役
は
会
社

の
定
款
で
二
年
ご
と
の
任
期

と
株
主
総
会
で
一
応
決
定

し
て
い
る
が
、実
際
に
は
役

員
の
定
年
は
六
十
五
歳
と

い
う
決
め
が
あ
る
の
で
、営

業
成
績
が
良
く
て
、し
っ
か

り
行
って
も
ら
え
れ
ば
六
十

五
歳
ま
で
勤
め
て
頂
く
こ

と
も
あ
る
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
常
務

取
締
役
、営
業
課
長
の
公
募

に
よ
る
今
後
の
経
営
改
善

策
を
示
せ
。

質
　
問

答
弁（
町
長
）

経営改善に取り組むルネサンス棚倉

山岡小学校の統合は
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問

答 新制度の理解と普及に努めたい
鈴木 政夫 議員

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

　

新
政
権
に
よ
っ
て
打
出
さ

れ
た「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
対
策
事
業
」の
具
体
的
内

容
と
し
て
の
取
組
み
は
、ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

質
　
問

消
防
団
員
報
酬
の
引
上
げ
を

問

　
「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

対
策
事
業
」と
し
て
実
施

さ
れ
る
が
、二
つ
の
柱
か
ら

出
来
て
い
る
。

　
一つ
目
は
、自
給
率
向
上

の
た
め
、ま
た
、水
田
を
有

効
活
用
し
て
麦
、大
豆
、米

粉
用
米
、飼
料
用
米
や
飼

料
作
物
な
ど
の
戦
略
作
物

の
生
産
を
行
う
販
売
農
家

に
対
し
、生
産
調
整
の
達

成
、未
達
成
に
か
か
わ
ら

ず
、国
が
支
払
い
交
付
す
る

も
の
。

　

二
つ
目
は
、恒
常
的
に
生

産
に
要
す
る
費
用
が
販
売

価
格
を
上
回
る
米
に
対
し

て
、所
得
補
償
を
国
が
直

接
支
払
い
に
よ
り
実
施
す

る
も
の
と
な
って
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
に
つい
て
、

農
家
へ
の
理
解
と
普
及
、推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答
弁（
町
長
）

県
内
町
村
と
大
き
な
格
差
は
な
い
の
で

見
直
す
考
え
は
な
い

答

県
道
及
び
町
道
の
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う

問

県
道
八
溝
山
線
は
６
月
末
完
成
予
定
。鹿
子
山

沢
目
線
は
地
権
者
と
交
渉
を
進
め
て
い
る

答

問答

農林業振興の基本点を問う

　

消
防
団
員
は
、職
業
を
持

ち
な
が
ら
町
民
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
活
動
し
て
お

り
、団
員
の
報
酬
の
引
上
げ

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

質
　
問

　

国
か
ら
の
交
付
税
単
価

は
い
く
ら
か
。

質
　
問

　

町
の
団
員
に
対
す
る
支

給
額
は
国
の
交
付
単
価
よ

り
、一
万
四
千
円
安
く
支
給

し
て
い
る
の
で
引
上
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

質
　
問

　

県
道
八
溝
山
線
は
、通
行

止
め
の
ま
ま
だ
が
、い
つ
工

事
が
終
わ
る
の
か
。

　

鹿
子
山
沢
目
線
は
地
権

者
と
の
話
し
合
い
が
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。富
岡
日

向
前
の
歩
道
設
置
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

質
　
問

答
弁（
町
長
）

　

現
在
、町
消
防
団
員
に

は
、年
俸
報
酬
と
し
、階
級

に
応
じ
て
団
長
は
二
十
二

万
五
千
円
、団
員
は
二
万
二

千
五
百
円
を
支
給
し
て
い

る
が
、こ
れ
を
見
直
す
考
え

は
な
い
。

答
弁（
総
務
課
長
）

　

消
防
団
員
の
普
通
交
付

税
の
単
価
は
、団
長
八
万
二

千
五
百
円
、団
員
三
万
六

千
五
百
円
と
な
って
い
る
。

答
弁（
住
民
課
長
）

　

部
長
、班
長
ま
で
は
交

付
税
措
置
よ
り
高
く
、団

員
に
つ
い
て
は
低
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
が
、隣
接
市
町

村
の
状
況
か
ら
、見
直
す

考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

答
弁（
建
設
課
長
）

　

鹿
子
山
沢
目
線
は
、現

在
、地
権
者
と
交
渉
を
進

め
て
い
る
。

答
弁（
町
長
）

　

県
道
八
溝
山
線
は
、六

月
末
の
完
成
を
予
定
し
て

い
る
。

　

富
岡
日
向
前
地
内
歩
道

設
置
工
事
は
、二
十
二
年
度

か
ら
説
明
会
と
用
地
交
渉

を
予
定
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

町
職
業
紹
介
所
に
お
け
る
町
内
企

業
求
人
は
二
十
八
件
で
、就
職
決
定

者
は
十
三
名
で
あ
っ
た

町
内
企
業
の
求
人
と

就
職
状
況
を
問
う


